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2.19.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
菊地 昭文 顔画像からのエゴグラム推定手法の構築 
本研究では，対話型システムにおいて，交流分析に基づくユーザとの相互作用を実現するた
めに，エゴグラム推定手法の構築を行う．人間は他者の顔からその人の性格をある程度言い当
てることができる場合がある．実際，人相学や相貌心理学等では同様のことを体系付ける試み
がなされている．そこで本研究では，顔画像から抽出する顔特徴とそれらの一般的な印象を関
連付けることで，エゴグラムを推定する手法を提案する． 
竹松 佑士 はずれ値除去による音声からの感情推定向上の試み 
音声からの感情推定の研究では，音声特徴と感情の関係から感情推定を行っている．この時，
音声特徴に含まれると考えられるはずれ値をそのまま利用しているため，感情推定精度を下げ
る要因になる予想される．本研究ではこのようなはずれ値を除去することによる音声からの感
情推定精度向上を試みる．はずれ値の判定･除去を行うために統計学の手法を用いた，評価実験
の結果，はずれ値除去が有用である可能性を示すことができた． 
千葉 央輝 音楽理論に基づく音声合成による感情表出手法の研究 
本研究では,音楽と感情に関して得られている知見を音声合成による感情表現に利用するこ
とを考え,音楽理論に基づいた音声合成手法を提案する.読み上げ文章に対し,テンポ,ボリュー
ム,音高,音程、コード・スケールの各パラメータを,音楽と感情の関係に基づき調整する.評価
実験を通し，本手法の有用性を示すことができた.各パラメータについては音楽理論とは異なる
点があきらかになった． 
天沼 沙織 訓練データの細分化を用いた音声からの感情推定 
本稿では，音声からの感情推定におけるクラス分け指標の提案を行う．音声から感情を推定
するために，発話者が付与した感情で構成されるデータに対し，クラスタ分析を行い，その結
果から回帰木を構築する．この回帰木の精度がクラスタ分析の結果の影響を受けるため，クラ
ス分けの適切さを図る指標が必要である．そのため，クラスタの指標から求めた主成分値が分
割基準となりえるかを回帰木の推定値に基づき検討する． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
該当無し 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 天沼沙織・榑松理樹・羽倉淳・藤田ハミド、“音声からの感情推定におけるクラス分けの一考察”、平成 22
年度電気関係学会東北支部大会（八戸）（平成 22年 8 月） 
2) 千葉央輝・榑松理樹・羽倉淳・藤田ハミド、“感情表現を意図した音楽理論に基づく音声合成手法の提案”、
第 73回情報処理全国大会（東京）（平成 23年 3月） 
3) 菊地昭文・羽倉淳・榑松理樹・藤田ハミド、“顔画像からのエゴグラム推定手法の構築”、第 73回情報処理全
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国大会（東京）（平成 23年 3月） 
4) 天沼沙織・榑松理樹・羽倉淳・藤田ハミド、“音声からの感情推定におけるクラス分け指標の提案”、第 73
回情報処理全国大会（東京）（平成 23年 3月） 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当無し 
 
2.19.4. その他の活動 
 
１．研究成果の外部公開 
１．１ 「ＩＣＴ推進フェア 2010 in 東北」への参加 
平成２２年６月９日（水），せんだいメディアテーク(仙台市青葉区春日町２－１，１階オープンスクエア)にて開
催された，「ＩＣＴ推進フェア 2010 in 東北」において，総務省：戦略的情報通信研究開発推進制度・地域 ICT振興
型研究開発における研究課題について，研究発表および展示ブースへの出展を行った．本フェアへの出展は，総務省
東北総合通信局からの依頼に基づくものである． 
当日は，藤田教授が研究発表（写真左側）を行うほか，展示ブースでの展示（写真右側）での展示を行った． 
 
 
２．企業との連携 
２．１ 株式会社ビットエイジとの連携 
 平成 20，21 年度から引き続き，株式会社ビットエイジ（盛岡市）と連携を進めた．連携では，基本的に大学側の
アイディアに基づき，システムやライブラリの開発を委託した．また，大学側からとしては，いくつかの技術やアイ
ディアなどをビットエイジ側に提供し，双方とも利得がある形での連携をすすめている． 
  
